
 

 

 

 

 

 

日 時 行  事 対 象 者 内  容 

4日 6:00 資源ゴミ回収 町内住民 古紙、空缶 

7日 9:30 立志の集い 中学 2年生、公民館役員 南部公民館で元服の 15歳を祝福します 

11日 6:00 資源ゴミ回収 町内住民 金物、破砕ゴミ、衣類 

18日 6:00 資源ゴミ回収 町内住民 空瓶、有害ゴミ 

25日 6:00 資源ゴミ回収 町内住民 ペットボトル、埋立ゴミ 

27日 19:00 運営(審議)委員会 公民館部員(その他町内団体役員) 公民館の総会と役員懇親会 

(3/7 18:30) 校下ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ大会 公民館役員＆選抜チーム 町内対抗のﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ大会 

 

１
月
１０
日
朝
１０
時
よ
り
、
令
和
三
年
度 

島
町
町
内
会
初
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
会
場
は
、
感
染
症
対
策
で
よ
り
広
い

南
部
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
積
雪
の
天
候
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
数
の
町
内
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
も
、

承
認
に
至
り
ま
し
た
。 

         

役
員
改
選
で
は
、
町
内
会
長
に
７
組
の  

土
山
明
雄
さ
ん
、
筆
頭
副
会
長
に
は
昭
和

２８
年
度
生
ま
れ
の
２７
Ｂ
組
の
東
野
建
和
さ

ん
、
副
会
長
に
は
１８
組
の
南
正
憲
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。【
他
、
代
議
員
な
ど
町
内
役

員
は
２
面
に
記
載
】 

公
民
館
長
に
は
、
昭
和
４３
年
度
生
ま
れ
の

２
０
組
の
上
村
智
宏
さ
ん
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。【
他
、
公
民
館
役
員
は
３
面
に
記
載
】 

  

こ
こ
数
年
間
、
拝
殿
前
に
は
町
内
有
志
に

よ
っ
て
飾
ら
れ
た
大
き
な
門
松
も
、
ご
参
拝

の
皆
様
を
お
出
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
毎
年
年
明
け
は
、
氏
神
神
社
の
八
幡
神

社
の
初
詣
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
各
所
で
対
策
が
取
ら
れ
る

ご
時
世
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
平

穏
な
日
々
に
戻
り
ま
す
よ
う
、
ご
町
内
の
皆

様
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。 

続
い
て
、
土
山
新
町
内
会
長
よ
り
、
令
和

三
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
の
提
案
が

あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
町
内
に
対
し
て
の
ご
意
見
ご
質
問

で
も
、
積
極
的
な
ご
発
言
を
頂
き
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
は
、
市
議
会
議
員
の
橋
本
さ

ん
よ
り
市
議
会
の
ご
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。 

新
役
員
一
同
、
土
山
町
内
会
長
と
心
を

一
つ
に
、
楽
し
く
住
み
よ
い
町
内
作
り
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
も
、
町
内
活

動
に
積
極
的
に
ご
参
加
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

令和 3年 2月 1日発行 【第１面】 【第４面】 

 

 

本
年
度
、
文
化
広
報
部
部
長

と
な
り
ま
し
た
福
村
裕
で
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
従
来
の
公

民
館
刊
行
と
し
て
の
公
民
館
活

動
の
記
録
に
加
え
、
島
町
町
内

の
全
体
活
動
も
網
羅
し
て
お
届

け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
見
れ
ば
、
ご
引
越
し
し
て

き
た
方
も
島
町
の
様
子
を
ご
理

解
頂
け
ま
す
し
、
ま
た
将
来
に

町
史
な
ど
編
纂
の
際
の
資
料
と

も
な
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
イ
ベ
ン
ト
自

粛
の
傾
向
は
現
在
も
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
島
町
の
各
種
団
体

の
紹
介
や
会
員
増
強
の
Ｐ
Ｒ
、

ま
た
名
物
の
人
や
場
所
、
島
町

の
歴
史
な
ど
、
ふ
ん
だ
ん
に
記

事
に
起
こ
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
掲
載
間
違
い
や
誤
字

脱
字
な
ど
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ご
支
援
の
程
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

文
化
広
報
部
長 

福
村 

裕 

 

町
内 

初
総
会 
 

願
成
寺
か
ら
は
、
除
夜
の
鐘
も
力
強
く
鳴

り
響
く
中
、
役
員
に
よ
る
玉
串
奉
奠
が
お
こ

な
わ
れ
、
田
中
町
内
会
長
に
新
年
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
御
祓
い
が
終
え
た
後
は
、

出
席
者
全
員
で
町
内
の
安
全
を
氏
神
様
に

祈
願
し
ま
し
た
。 

【
今
月
の
偉
人
の
言
葉
】 

夢
な
き
者
に
理
想
な
し
、 

理
想
な
き
者
に
計
画
な
し
、 

計
画
な
き
者
に
実
行
な
し
、 

実
行
な
き
者
に
成
功
な
し
。 

 
 
 

故
に
、 

夢
な
き
者
に
成
功
な
し
。 

 
 
 
 
 

〜
吉
田 

松
陰
〜 

編 

集 

後 

記 

 

令
和
二
年
に
終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と
す

る
中
、
八
幡
神
社
に
参
拝
者
が
集
い
ま
し

た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
六
年
生

の
巫
女
の
舞
も
中
止
、
最
小
限
の
役
員
参
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
日
付
け
が
一
月
一
日
に

変
わ
り
、
例
年
通
り
元
旦
祭
が
凛
と
し
た
空

気
間
の
中
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
年
も
町
内
の
皆
さ
ま
が
安
心
安
全
な 

一
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
「
元
旦
祭
」 

「
初
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

元 

旦 

祭 

２月の行事予定（変更もございますので詳細は町内放送などでご確認ください） 

町
内
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊 

１
月
連
休
の
積
雪
で
は
、
町
民
の
中
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
内
の
除
雪
に
奔
走
す

る
方
々
の
姿
も
拝
見
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
小
学
生
の
通
学
路
に
は
、
毎
年
除
雪

が
行
き
届
か
な
い
危
険
な
地
帯
が
２
か
所 

①
「
魔
の
横
断
歩
道
」
と
い
わ
れ
る
、
車
道

の
除
雪
で
歩
道
が
埋
ま
り
歩
け
ず
、
通
勤
車

と
高
校
生
自
転
車
と
す
れ
違
う
横
断
歩
道 

②
「
試
練
の
坂
道
」
と
い
わ
れ
る
、
小
道
で

除
雪
車
も
入
れ
ず
、
踏
み
固
ま
り
ア
イ
ス
バ

ー
ン
と
な
り
春
先
ま
で
残
雪
す
る
坂
道 

 

１
月
９
日
婦
人
会
の
初
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
５０
名
も
の
婦
人
会
の
皆
さ

ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
昨
年
一
年
の
活

動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
坂
口
婦
人
会
長
は

じ
め
、
役
員
の
皆
さ
ま
一
年
間
お
疲
れ
様
で

し
た
。
ま
た
令
和
三
年
度
の
新
役
員
の
紹
介

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
橋
本
新
婦
人
会
長
は
じ

め
役
員
さ
ん
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

         

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、
婦
人

会
活
動
に
ご
参
加
頂
け
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

婦
人
会 

初
総
会 

世帯数 ６４７世帯

町民数 １,６３９名 
男 ７９７名 
女 ８４２名 

(令和 3年 1月 1日現在) 

発行 島町公民館長 
    上村 智宏 

編集 文化広報部長 
福村 裕 

１
月

日
に
左
義
長
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

正
月
飾
り
な
ど
を
た
き
あ
げ
無
病
息
災
を

願
い
、
ま
た
書
き
初
め
を
焼
い
た
と
き
に
炎

が
高
く
上
が
る
と
字
が
上
達
す
る
な
ど
、
思

い
思
い
に
火
の
中
に
く
べ
な
が
ら
手
を
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
。 

小
雨
の
中
、
早
朝
よ
り
お
世
話
頂
い
た
役

員
の
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
左
義
長
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

こ
の
２
か
所
を
連
休
中
に
除
雪
す
べ
く
、
児

童
部
の
お
父
さ
ん
方
が
自
ら
早
朝
よ
り
集

結
し
、
安
全
な
通
学
路
を
確
保
し
ま
し
た
。 

       

休
日
返
上
で
重
機
を
運
転
し
て
頂
い
た
方
、

子
ど
も
達
の
安
全
に
ご
協
力
頂
い
た
方
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

左 

義 

長 

雪
の
中
ご
準
備
い
た
だ
い
た

氏
子
の
皆
さ
ん 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
三
年
度
町
内
会
長 

 
 
 
 
 
 
 

 

土
山 

明
雄
の
御
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）

さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
町
内
行
事
も
大
切
な
交
流
の
機
会
も

奪
わ
れ
、
私
自
身
も
体
験
で
き
ず
残
念
で
し
た
。
さ
ら
に
、

年
明
け
就
任
時
は
三
年
振
り
の
大
雪
と
な
り
、
除
雪
対
応
で

課
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
内
で
の
共
同
除
雪
作
業
が
、
災

害
に
役
立
つ
と
思
い
ま
し
た
。 

一
番
気
が
か
り
な
コ
ロ
ナ
も
、
終
息
が
見
え
ず
不
安
が
募

る
ば
か
り
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
感
染
症
対
策
を
継
続

し
、
忍
耐
強
く
、
お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
を
心
掛
け
れ
ば
、

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
干
支
「
丑
」
は
、

〝
多
少
の
困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
タ
フ
な
精
神

の
持
ち
主
で
す
〟
に
あ
や
か
り
た
い
で
す
ね
。 

最
後
に
、
町
内
活
動
経
験
も
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
内

の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
活
動
に
活

か
し
て
一
年
間
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

令
和
三
年
度 

公
民
館
長 

 
 
 
 
 
 
 

上
村 

智
宏
の
御
挨
拶 

 
 
 
 
 
 

 

本
年
度
、
公
民
館
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す

２０
組
の
上
村
智
宏
で
す
。
約
２５
年
間
、
符
津
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導
や
審
判
と

し
て
携
わ
り
、
町
内
の
活
動
や
行
事
に
は
ほ
と
ん

ど
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
私
が
公
民

館
長
と
い
う
大
役
を
務
め
あ
げ
ら
れ
る
か
、
今
は

不
安
の
方
が
強
い
状
態
で
す
が
、
自
分
の
出
来
る

こ
と
は
精
一
杯
や
り
遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

笑 顔 溢 れ る 明 る い 町 内

★運営(審議)委員会★ 
日時：２/２７(土) 19:00〜 
場所：島町会館 大広間 
全部員＆婦人会はご参加宜しくお
願いします。その他町内団体さま、
新たに町内に来られた方のご参加
も大歓迎です。終了後の懇親会は
現在中止で考えております。 
 

★３部合同ＢＢＱ大会★ 
近年春に計画されております合同
ＢＢＱは、現状開催を見合わせて
おります。当イベントは、新たに
転入してきたご家族も参加出来る
貴重な交流の場ですので、感染症
対策が講じる時勢が訪れ次第、検
討して参ります。 

ご参加お願いします 

令和 3年 2月 1日発行 【第３面】 【第２面】  

〜令和三年度 島町町内会スローガン〜 

【
町
内
会 

事
業
計
画
】 

 

毎
月 

町
内
定
例
役
員
会
の
実
施 

三
役
会
、
臨
時
役
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
開
催 

一
月 ・

元
旦
祭 

・
顧
問
年
賀
挨
拶 

・
左
義
長 

・
初
総
会 

・
新
役
員
年
賀
挨
拶 

二
月 ・

立
志
の
集
い 

三
月 ・

八
幡
神
社
春
季
祭
礼 

・
木
場
潟
ク
リ
ー
ン
デ
ー 

四
月 ・

神
明
社
春
季
祭
礼 

五
月 ・

町
内
運
動
会 

 

・
小
松
市
一
斉
美
化
の
日
（
排
水
溝
の
清
掃
） 

六
月 ・

町
内
一
斉
害
虫
防
除 

・
防
災
訓
練 

七
月 ・

上
期
決
算 

・
子
ど
も
会
ラ
ジ
オ
体
操 

・
市
民
体
育
大
会 

八
月 ・

粟
津
駅
前
商
交
祭 

・
巫
女
舞
練
習
開
始 

・
公
民
館
周
辺
の
清
掃 

・
木
場
潟
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

九
月 ・

八
幡
神
社
秋
季
祭
礼 

・
鉄
人
レ
ー
ス 

十
月 ・

校
下
社
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

・
神
明
社
秋
季
祭
礼 

十
一
月 

・
公
民
館
祭
り 

 

・
勤
労
感
謝
の
日
の
式
典
（
旧
新
嘗
祭
） 

十
二
月 

・
町
内
会
決
算 

・
会
計
監
査 

・
次
年
度
役
員
選
考

・
大
祓
式 

町
内
会 

年
間
事
業
計
画 

町
内
自
主
防
災
士
会

１
月
２１
日
（
木
）
２０
時
よ
り
島
町
会
館

に
て
、
島
町
自
主
防
災
士
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
防
災
士
の
ほ
か
、
今
年
度
の
町
内
三

役
、
公
民
館
館
長
と
主
事
、
消
防
団
の
皆
さ

ん
も
参
加
し
、
今
年
の
町
内
自
主
防
災
会
の

取
組
み
や
役
割
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
緊
急
課
題
と
し
て
「
除
雪
の
協
力

体
制
」
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 ●
除
雪
車
両
と
オ
ペ
レ
ー
タ
の
確
保
は
、
長

期
的
に
計
画
し
、
こ
れ
か
ら
は
町
内
独
自
で

保
有
や
契
約
な
ど
対
策
も
必
要
な
の
で
は 

●
町
民
個
々
の
要
望
電
話
が
、
市
に
届
く
と

そ
の
度
、
連
絡
や
調
整
で
除
雪
作
業
が
一
旦

停
止
し
、
逆
に
効
率
悪
化
と
な
る
。
要
望
の

町
内
窓
口
を
設
け
た
方
が
良
い
の
で
は 

●
火
災
に
備
え
、
消
火
栓
の
除
雪
を
優
先
し

て
欲
し
い
。
以
前
は
消
火
栓
近
辺
に
旗
を
立

て
て
い
た
が
、
近
年
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、

近
隣
住
民
の
協
力
も
必
要
に
な
っ
て
く
る 

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
完
璧
で
は
な
い
の
で
、

公
助
に
全
て
依
存
せ
ず
、
自
助
と
共
助
も
大

切
に
す
る
呼
び
掛
け
も
大
切
で
は
な
い
か 

●
大
型
除
雪
重
機
が
通
過
し
た
際
、
小
道
が

雪
だ
ま
り
と
な
り
封
鎖
状
態
に
な
る
の
で
、

通
過
時
間
帯
の
連
携
も
必
要
で
は 

な
ど
、
除
雪
待
ち
の
住
民
側

と
除
雪
す
る
業
者
側
の
、
両
方

の
立
場
か
ら
の
意
見
交
換
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
改
善
点

と
し
て
検
討
し
て
い
く
と
共

に
、
町
民
皆
さ
ん
の
お
一
人
お

ひ
と
り
の
助
け
合
い
の
ご
協

力
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

〜令和３年度 島町公民館スローガン〜 

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
感
染
症
収
束
の
兆

し
が
見
え
ず
、
都
市
部
を
中
心
に
感
染
拡
大
、
さ

ら
に
は
地
方
都
市
へ
と
広
が
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、
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の
集
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限
が
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い
状
況
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す
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懸
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来
る
よ
う
、
公
民
館
役
員
一
体
と
な
っ
て

活
動
し
て
参
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令
和
三
年
度
町
内
会
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土
山 

明
雄
の
御
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）

さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
町
内
行
事
も
大
切
な
交
流
の
機
会
も

奪
わ
れ
、
私
自
身
も
体
験
で
き
ず
残
念
で
し
た
。
さ
ら
に
、

年
明
け
就
任
時
は
三
年
振
り
の
大
雪
と
な
り
、
除
雪
対
応
で

課
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
内
で
の
共
同
除
雪
作
業
が
、
災

害
に
役
立
つ
と
思
い
ま
し
た
。 

一
番
気
が
か
り
な
コ
ロ
ナ
も
、
終
息
が
見
え
ず
不
安
が
募

る
ば
か
り
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
感
染
症
対
策
を
継
続

し
、
忍
耐
強
く
、
お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
を
心
掛
け
れ
ば
、

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
干
支
「
丑
」
は
、

〝
多
少
の
困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
タ
フ
な
精
神

の
持
ち
主
で
す
〟
に
あ
や
か
り
た
い
で
す
ね
。 

最
後
に
、
町
内
活
動
経
験
も
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
内

の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
活
動
に
活

か
し
て
一
年
間
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

令
和
三
年
度 

公
民
館
長 

 
 
 
 
 
 
 

上
村 

智
宏
の
御
挨
拶 

 
 
 
 
 
 

 

本
年
度
、
公
民
館
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す

２０
組
の
上
村
智
宏
で
す
。
約
２５
年
間
、
符
津
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導
や
審
判
と

し
て
携
わ
り
、
町
内
の
活
動
や
行
事
に
は
ほ
と
ん

ど
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
私
が
公
民

館
長
と
い
う
大
役
を
務
め
あ
げ
ら
れ
る
か
、
今
は

不
安
の
方
が
強
い
状
態
で
す
が
、
自
分
の
出
来
る

こ
と
は
精
一
杯
や
り
遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

笑 顔 溢 れ る 明 る い 町 内

★運営(審議)委員会★ 
日時：２/２７(土) 19:00〜 
場所：島町会館 大広間 
全部員＆婦人会はご参加宜しくお
願いします。その他町内団体さま、
新たに町内に来られた方のご参加
も大歓迎です。終了後の懇親会は
現在中止で考えております。 
 

★３部合同ＢＢＱ大会★ 
近年春に計画されております合同
ＢＢＱは、現状開催を見合わせて
おります。当イベントは、新たに
転入してきたご家族も参加出来る
貴重な交流の場ですので、感染症
対策が講じる時勢が訪れ次第、検
討して参ります。 

ご参加お願いします 

令和 3年 2月 1日発行 【第３面】 【第２面】  

〜令和三年度 島町町内会スローガン〜 

【
町
内
会 

事
業
計
画
】 

 

毎
月 

町
内
定
例
役
員
会
の
実
施 

三
役
会
、
臨
時
役
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
開
催 

一
月 ・

元
旦
祭 

・
顧
問
年
賀
挨
拶 

・
左
義
長 

・
初
総
会 

・
新
役
員
年
賀
挨
拶 

二
月 ・

立
志
の
集
い 

三
月 ・

八
幡
神
社
春
季
祭
礼 

・
木
場
潟
ク
リ
ー
ン
デ
ー 

四
月 ・

神
明
社
春
季
祭
礼 

五
月 ・

町
内
運
動
会 

 

・
小
松
市
一
斉
美
化
の
日
（
排
水
溝
の
清
掃
） 

六
月 ・

町
内
一
斉
害
虫
防
除 

・
防
災
訓
練 

七
月 ・

上
期
決
算 

・
子
ど
も
会
ラ
ジ
オ
体
操 

・
市
民
体
育
大
会 

八
月 ・

粟
津
駅
前
商
交
祭 

・
巫
女
舞
練
習
開
始 

・
公
民
館
周
辺
の
清
掃 

・
木
場
潟
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

九
月 ・

八
幡
神
社
秋
季
祭
礼 

・
鉄
人
レ
ー
ス 

十
月 ・

校
下
社
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

・
神
明
社
秋
季
祭
礼 

十
一
月 

・
公
民
館
祭
り 

 

・
勤
労
感
謝
の
日
の
式
典
（
旧
新
嘗
祭
） 

十
二
月 

・
町
内
会
決
算 

・
会
計
監
査 

・
次
年
度
役
員
選
考

・
大
祓
式 

町
内
会 

年
間
事
業
計
画 

町
内
自
主
防
災
士
会

１
月
２１
日
（
木
）
２０
時
よ
り
島
町
会
館

に
て
、
島
町
自
主
防
災
士
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
防
災
士
の
ほ
か
、
今
年
度
の
町
内
三

役
、
公
民
館
館
長
と
主
事
、
消
防
団
の
皆
さ

ん
も
参
加
し
、
今
年
の
町
内
自
主
防
災
会
の

取
組
み
や
役
割
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
緊
急
課
題
と
し
て
「
除
雪
の
協
力

体
制
」
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 ●
除
雪
車
両
と
オ
ペ
レ
ー
タ
の
確
保
は
、
長

期
的
に
計
画
し
、
こ
れ
か
ら
は
町
内
独
自
で

保
有
や
契
約
な
ど
対
策
も
必
要
な
の
で
は 

●
町
民
個
々
の
要
望
電
話
が
、
市
に
届
く
と

そ
の
度
、
連
絡
や
調
整
で
除
雪
作
業
が
一
旦

停
止
し
、
逆
に
効
率
悪
化
と
な
る
。
要
望
の

町
内
窓
口
を
設
け
た
方
が
良
い
の
で
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●
火
災
に
備
え
、
消
火
栓
の
除
雪
を
優
先
し

て
欲
し
い
。
以
前
は
消
火
栓
近
辺
に
旗
を
立

て
て
い
た
が
、
近
年
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、

近
隣
住
民
の
協
力
も
必
要
に
な
っ
て
く
る 

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
完
璧
で
は
な
い
の
で
、

公
助
に
全
て
依
存
せ
ず
、
自
助
と
共
助
も
大

切
に
す
る
呼
び
掛
け
も
大
切
で
は
な
い
か 

●
大
型
除
雪
重
機
が
通
過
し
た
際
、
小
道
が

雪
だ
ま
り
と
な
り
封
鎖
状
態
に
な
る
の
で
、

通
過
時
間
帯
の
連
携
も
必
要
で
は 

な
ど
、
除
雪
待
ち
の
住
民
側

と
除
雪
す
る
業
者
側
の
、
両
方

の
立
場
か
ら
の
意
見
交
換
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
改
善
点

と
し
て
検
討
し
て
い
く
と
共

に
、
町
民
皆
さ
ん
の
お
一
人
お

ひ
と
り
の
助
け
合
い
の
ご
協

力
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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都
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部
を
中
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に
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、
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に
は
地
方
都
市
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と
広
が
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に
よ
り
、
人
の
集

ま
り
へ
の
制
限
が
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し
い
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に
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り
ま
す
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の
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が
懸
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に
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し
ま
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て
頂
い
た
、
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ロ
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で
の
行
事
実
行
案
を
参
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に
出
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る
だ
け

形
に
出
来
る
よ
う
、
公
民
館
役
員
一
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と
な
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て

活
動
し
て
参
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ま
す
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町
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会
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各

種
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、
ご
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の
皆
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の
ご
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を

頂
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が
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一
年
間
活
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す
の
で
、

よ
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ま
す
。 

ＯＮＥ ＴＥＡＭ （ワン チーム） 

令和三年度 公民館役員 

公民館  館長 上村 智宏 

     主事 森  和仁 

会計 西  純司 

     書記 谷内 隆仁 

補佐 西村 尚晃 

体育部  部長 新谷  勝 

    副部長 長谷川 政一 

児童部  部長 北岡 雄児 

    副部長 永田  卓 

文化広報部部長 福村  裕 

    副部長 河原 和彦 

みずほ会 会長  木下 七郎 民生委員 森本 栄史 

副会長 中島 秀昭 民生委員 中口 美登里 

 木谷 金雄 消防団 山本 有二 

壮年団  団長 内藤 昭博 消防団 大西 雅士 

会計 澤出 修市 消防団 奥  一樹 

婦人会  会長 橋本 由紀 防犯委員 中川 高弘 

副会長 木下 千亜紀 防犯委員 宮野 正彦 

会計 西方 利枝 ﾘｻｲｸﾙﾘｰﾀﾞｰ 南  正憲 

書記 中本 ルミ子 健康推進委員 池田 久美子 
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日 時 行  事 対 象 者 内  容 

4日 6:00 資源ゴミ回収 町内住民 古紙、空缶 

7日 9:30 立志の集い 中学 2年生、公民館役員 南部公民館で元服の 15歳を祝福します 

11日 6:00 資源ゴミ回収 町内住民 金物、破砕ゴミ、衣類 

18日 6:00 資源ゴミ回収 町内住民 空瓶、有害ゴミ 

25日 6:00 資源ゴミ回収 町内住民 ペットボトル、埋立ゴミ 

27日 19:00 運営(審議)委員会 公民館部員(その他町内団体役員) 公民館の総会と役員懇親会 

(3/7 18:30) 校下ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ大会 公民館役員＆選抜チーム 町内対抗のﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ大会 

 

１
月
１０
日
朝
１０
時
よ
り
、
令
和
三
年
度 

島
町
町
内
会
初
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
会
場
は
、
感
染
症
対
策
で
よ
り
広
い

南
部
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
積
雪
の
天
候
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
数
の
町
内
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
も
、

承
認
に
至
り
ま
し
た
。 

         

役
員
改
選
で
は
、
町
内
会
長
に
７
組
の  

土
山
明
雄
さ
ん
、
筆
頭
副
会
長
に
は
昭
和

２８
年
度
生
ま
れ
の
２７
Ｂ
組
の
東
野
建
和
さ

ん
、
副
会
長
に
は
１８
組
の
南
正
憲
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。【
他
、
代
議
員
な
ど
町
内
役

員
は
２
面
に
記
載
】 

公
民
館
長
に
は
、
昭
和
４３
年
度
生
ま
れ
の

２
０
組
の
上
村
智
宏
さ
ん
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。【
他
、
公
民
館
役
員
は
３
面
に
記
載
】 

  

こ
こ
数
年
間
、
拝
殿
前
に
は
町
内
有
志
に

よ
っ
て
飾
ら
れ
た
大
き
な
門
松
も
、
ご
参
拝

の
皆
様
を
お
出
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
毎
年
年
明
け
は
、
氏
神
神
社
の
八
幡
神

社
の
初
詣
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
各
所
で
対
策
が
取
ら
れ
る

ご
時
世
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
平

穏
な
日
々
に
戻
り
ま
す
よ
う
、
ご
町
内
の
皆

様
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。 

続
い
て
、
土
山
新
町
内
会
長
よ
り
、
令
和

三
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
の
提
案
が

あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
町
内
に
対
し
て
の
ご
意
見
ご
質
問

で
も
、
積
極
的
な
ご
発
言
を
頂
き
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
は
、
市
議
会
議
員
の
橋
本
さ

ん
よ
り
市
議
会
の
ご
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。 

新
役
員
一
同
、
土
山
町
内
会
長
と
心
を

一
つ
に
、
楽
し
く
住
み
よ
い
町
内
作
り
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
も
、
町
内
活

動
に
積
極
的
に
ご
参
加
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

令和 3年 2月 1日発行 【第１面】 【第４面】 

 

 

本
年
度
、
文
化
広
報
部
部
長

と
な
り
ま
し
た
福
村
裕
で
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
従
来
の
公

民
館
刊
行
と
し
て
の
公
民
館
活

動
の
記
録
に
加
え
、
島
町
町
内

の
全
体
活
動
も
網
羅
し
て
お
届

け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
見
れ
ば
、
ご
引
越
し
し
て

き
た
方
も
島
町
の
様
子
を
ご
理

解
頂
け
ま
す
し
、
ま
た
将
来
に

町
史
な
ど
編
纂
の
際
の
資
料
と

も
な
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
イ
ベ
ン
ト
自

粛
の
傾
向
は
現
在
も
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
島
町
の
各
種
団
体

の
紹
介
や
会
員
増
強
の
Ｐ
Ｒ
、

ま
た
名
物
の
人
や
場
所
、
島
町

の
歴
史
な
ど
、
ふ
ん
だ
ん
に
記

事
に
起
こ
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
掲
載
間
違
い
や
誤
字

脱
字
な
ど
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ご
支
援
の
程
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

文
化
広
報
部
長 

福
村 

裕 

 

町
内 

初
総
会 

 

願
成
寺
か
ら
は
、
除
夜
の
鐘
も
力
強
く
鳴

り
響
く
中
、
役
員
に
よ
る
玉
串
奉
奠
が
お
こ

な
わ
れ
、
田
中
町
内
会
長
に
新
年
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
御
祓
い
が
終
え
た
後
は
、

出
席
者
全
員
で
町
内
の
安
全
を
氏
神
様
に

祈
願
し
ま
し
た
。 

【
今
月
の
偉
人
の
言
葉
】 

夢
な
き
者
に
理
想
な
し
、 

理
想
な
き
者
に
計
画
な
し
、 

計
画
な
き
者
に
実
行
な
し
、 

実
行
な
き
者
に
成
功
な
し
。 

 
 
 

故
に
、 

夢
な
き
者
に
成
功
な
し
。 

 
 
 
 
 

〜
吉
田 

松
陰
〜 

編 

集 

後 

記 

 

令
和
二
年
に
終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と
す

る
中
、
八
幡
神
社
に
参
拝
者
が
集
い
ま
し

た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
六
年
生

の
巫
女
の
舞
も
中
止
、
最
小
限
の
役
員
参
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
日
付
け
が
一
月
一
日
に

変
わ
り
、
例
年
通
り
元
旦
祭
が
凛
と
し
た
空

気
間
の
中
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
年
も
町
内
の
皆
さ
ま
が
安
心
安
全
な 

一
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
「
元
旦
祭
」 

「
初
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

元 

旦 

祭 

２月の行事予定（変更もございますので詳細は町内放送などでご確認ください） 

町
内
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊 

１
月
連
休
の
積
雪
で
は
、
町
民
の
中
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
内
の
除
雪
に
奔
走
す

る
方
々
の
姿
も
拝
見
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
小
学
生
の
通
学
路
に
は
、
毎
年
除
雪

が
行
き
届
か
な
い
危
険
な
地
帯
が
２
か
所 

①
「
魔
の
横
断
歩
道
」
と
い
わ
れ
る
、
車
道

の
除
雪
で
歩
道
が
埋
ま
り
歩
け
ず
、
通
勤
車

と
高
校
生
自
転
車
と
す
れ
違
う
横
断
歩
道 

②
「
試
練
の
坂
道
」
と
い
わ
れ
る
、
小
道
で

除
雪
車
も
入
れ
ず
、
踏
み
固
ま
り
ア
イ
ス
バ

ー
ン
と
な
り
春
先
ま
で
残
雪
す
る
坂
道 

 

１
月
９
日
婦
人
会
の
初
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
５０
名
も
の
婦
人
会
の
皆
さ

ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
昨
年
一
年
の
活

動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
坂
口
婦
人
会
長
は

じ
め
、
役
員
の
皆
さ
ま
一
年
間
お
疲
れ
様
で

し
た
。
ま
た
令
和
三
年
度
の
新
役
員
の
紹
介

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
橋
本
新
婦
人
会
長
は
じ

め
役
員
さ
ん
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

         

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、
婦
人

会
活
動
に
ご
参
加
頂
け
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

婦
人
会 

初
総
会 

世帯数 ６４７世帯

町民数 １,６３９名 
男 ７９７名 
女 ８４２名 

(令和 3年 1月 1日現在) 

発行 島町公民館長 
    上村 智宏 

編集 文化広報部長 
福村 裕 

１
月

日
に
左
義
長
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

正
月
飾
り
な
ど
を
た
き
あ
げ
無
病
息
災
を

願
い
、
ま
た
書
き
初
め
を
焼
い
た
と
き
に
炎

が
高
く
上
が
る
と
字
が
上
達
す
る
な
ど
、
思

い
思
い
に
火
の
中
に
く
べ
な
が
ら
手
を
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
。 

小
雨
の
中
、
早
朝
よ
り
お
世
話
頂
い
た
役

員
の
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
左
義
長
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

こ
の
２
か
所
を
連
休
中
に
除
雪
す
べ
く
、
児

童
部
の
お
父
さ
ん
方
が
自
ら
早
朝
よ
り
集

結
し
、
安
全
な
通
学
路
を
確
保
し
ま
し
た
。 

       

休
日
返
上
で
重
機
を
運
転
し
て
頂
い
た
方
、

子
ど
も
達
の
安
全
に
ご
協
力
頂
い
た
方
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

左 

義 

長 

雪
の
中
ご
準
備
い
た
だ
い
た

氏
子
の
皆
さ
ん 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 


